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建設機械等損料算定表の改定（実態調査を踏まえた改定）

2
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福島県 土木部 技術管理課

【参考】機械経費と建設機械損料
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機械経費と建設機械損料

4

擁壁

この所要量が歩掛

どんな材料が
どのくらい
必要？

◆バックホウ●●m3
  運転時間 ●●ｈ

世 話 役  ０．５人
普通作業員 ３人
特殊運転手 ２人

☓

機械損料とは、「施工業者等が建設機械を自社で保有し使用するために必要な経費」で、    
償却費、維持修理費、管理費等を指し、これらのライフサイクルコストを「 １ 時間当り 又は 
１ 日当り の金額」で表示 した経費のこと。

材
料
費

資材単価

（市場価格・見積）

労務単価

（実態調査）

労
務
費

直
接
経
費

③：機械
機械経費

（損料・賃料）

☓

☓

１．直接工事費
（目的物の施工に直接必要な経費）

２．間接工事費
（共通仮設費や現場管理費）

３．一般管理費
（会社の本支店での必要経費）

合計金額 ＝ 請負工事費
（積算価格）

※１と２の合計を「工事原価」と呼びます

● 例えば、
この構造物を１０ｍ作るのに必要な費用は？

機械経費 ＝ 機械損料 （償却費・維持修理費・管理費） 

 ＋ 運転経費 （燃料費・運転労務・消耗部品費等）

○ 機械製作会社や機械保有者を対象に実態を調査し、 ２年に１度「建設機械等損料算定表」を改定

（レンタル・リースにより調達される機械は賃料 ） ※損料と賃料の使用区分は、積算基準にて工種・機械毎に指定  

①：材料

②：労務
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機械経費とは？

5

「請負工事機械経費積算要領」にて、規定
⚫ 直接工事費で計上する機械損料、運転経費
⚫ 共通仮設費で計上する運搬費、分解・組立費等
※積算上で機械経費というと、直接工事費に含まれる場合が多い。

請負工事費

工事原価

消費税等相当額

直接工事費

間接工事費
共通仮設費

現場管理費

材料費

労務費

直接経費
工事価格

一般管理費等

水道光熱
電力料

特許使用料

機械経費

運搬費

分解・組立費

土木工事費の積算体系

燃料費、油脂費、電力料機械経費

機械損料

償却費

維持修理費

管理費

運転経費
運転労務費

消耗部品費

雑品費
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機械損料の構成

6

機械損料とは、
「土木施工業者等が、建設機械を自社で保有し使用するために必要な費用」

① 使用しなくても年数が経過することによって減少する価値
② 建設機械を使用することで低下した性能等の復元に要する大規模整備費用
③ 現場修理の費用
④ 建設機械を保有するための保険料や租税公課
⑤ 建設機械を格納保管するための費用等

①

②、③

④、⑤

機械損料 維持修理費

償 却 費

オーバーホール等大整備の費用

現 場 修 理 費 の 費 用

保 険 料

租 税 公 課

格納保管等の経費

１／２（運転時間または運転日数に比例）

１／２（供用日数に比例）

管 理 費

変動費

固定費

（運転損料）
（９欄）

（供用損料）
（１１欄）

※変動費：運転時間または運転日数に応じて発生する費用
※固定費：供用日数に応じて発生する費用

（注）

機械損料の構成

換算損料
（運転1時間当り、
供用１日当り）

資料２－３



建設機械等損料算定のイメージ

（１）基礎価格

維持修理費

（２）標準使用年数

年間標準

（4）運転時間

（5）運転日数

（6）供用日数

管 理 費

建設機械の
ライフサイクルコスト

変動費：

運転１時間（日）当り損料（12欄）

固定費：

供用１日当り損料（１4or15欄）

（１）基礎価格×1/2×償却費率※

（１）基礎価格×1/2×償却費率※

維持修理費

残
存
価
格

※償却費率 ＝ １ － 残存率／100

管 理 費

（２）標準使用年数×年間標準（4）運転時間

又は（5）運転日数

（２）標準使用年数×年間標準（6）供用日数

＝

＝

基礎価格×（10）年間管理費率

基礎価格×（9）維持修理費率

7
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【参考】 建設機械等損料の算定

変動費：運転１時間（日）当り損料

基礎価格 ×
１／２×償却費率＋維持修理費率

標準使用年数

×
１

年間標準運転時間又は運転日数

＝

償却費率＝１－残存率／１００

固定費：供用１日当り損料

基礎価格 ×
１／２×償却費率

標準使用年数

×
１

年間標準供用日数

＝

償却費率＝１－残存率／１００

＋年間管理費率
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建設機械等損料算定表とは？
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「請負工事機械経費積算要領」における別表として定められているもの

（１）基礎価格、（２）標準使用年数、（４）運転時間、（５）運転日数、
（６）供用日数、（９）維持修理費率、（10）年間管理費率、残存率

⇒（１２）運転１時間当り損料、（１４）or（１５）供用１日当り損料、
  （１７）or（１８）運転１時間当り換算値損料、（２０）or（２１）供用１日当り換算値損料

実態調査の
結果により
設定

計算値
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建設機械等損料算定表における諸数値

10

諸数値の考え方

① 基礎価格

機械の販売・取得価格をもとに設定している損料算定のための価格で、標準付属
品を装備した国内における機械の実勢取引価格（消費税は含まない）である。

② 標準使用年数

一般的な維持管理のもと、機械本来の用途・用法により、通常予定される機械の
効率が十分発揮できる使用年数をいう。

③ 運転時間（年間標準）

機械が目的の作業を行う時間、作業のための自走による移動時間、作業待ち等
によるエンジンの空転時間､その他作業に関連する１年間の標準的な時間をいう。

④ 運転日数（年間標準）

運転時間の多少にかかわらず、機械が１年間に運転される標準的な日数をいう。
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建設機械等損料算定表における諸数値
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諸数値の考え方

⑤ 供用日数（年間標準）
機械が工事現場に供用(存置)される１年間の標準的な日数をいう。

 （機械を工事現場に搬入した日から､搬出するまでに要した日数を含む）

⑥ 維持修理費
機械の効用を持続するために必要な整備および修理の費用で､運転経費に含まれ
ている消耗部品費以外のものをいう。

⑦ 年間管理費
機械の保有に伴い必要となる租税公課、保険料、格納保管（これに要する要因を
含む）等の経費であり、年間に必要な管理費をいう。

⑧ 償却費及び償却費率
• 償却費は、機械の使用又は経年による価値の減価額であり、償却費率は、使用
期間中の償却費総額の基礎価格に対する割合をいう。

• 償却費率は（償却費率＝１－残存率／１００）という式で求められる。
• 残存率は建設機械毎の処分や下取り状況の調査のもとに、実態に応じた値を設定
  している。
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建設機械等損料算定表における運転日数・供用日数
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積算上の運転日数（時間）・供用日数の考え方

① 機械の運転日
② 土・日曜、祝祭日等で作業休止の日
③ 悪天候で作業のできない日
④ 工事現場における機械の整備、修理または消耗
部品交換の日

⑤ 工事現場における機械の組立または分解の日
⑥ 法令の規定、契約による約定その他工事施工上
の必要または工事注文者の都合によって、機械
が工事現場に拘束される日

⑦ 搬入・搬出に要する日数（運搬費で計上）

① 機械の実作業時間
② 目的作業のための自走時間
③ 目的作業に伴うエンジンの空転時間
④ 組み合わせ施工における一時的な作業
待ち時間等

運転時間 供用日数

① 運転時間の多少にかかわらず、作業の
ために機械が実際に運転される日

供 用 日 数

運転時間又は運転日数運搬費で
計上

運搬費で
計上

直接経費で計上

資材
置き場

資材
置き場

現場に
搬入 施工開始 施工完了

現場から
搬出

運搬 （組立） 施工 （分解） 運搬

運転日数
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福島県 土木部 技術管理課

【参考】機械経費と運転経費
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機械経費と運転経費

14

機械経費

機械損料

償却費

維持修理費

管理費

運転経費

燃料費、油脂費、電力料

運転労務費

消耗部品費

雑品費

共通仮設費

組立解体費

輸送費

修理施設費
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機械経費と運転経費
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名 称

運転手（特殊）

燃 料 費

機 械 損 料

諸 雑 費

計

規 格 単 位 数 量 金 額

人

㍑

ｈ

式

１

１

単 価 摘 要

機械運転単価表（機－１）

機械経費＝機械損料＋運転経費

機械経費の計上については、機械の機種毎に計上する運転手の職種の違い
や損耗費の有無などが異なるので、機械運転単価表として、（機－１～機－ 
３６）の様式を作成している。

土木工事標準歩掛では、どの単価表によるか、機械名・規格ご
との適用単価表を示している。
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機械経費と運転経費

16

建設機械運転労務

運転１時間当たり労務歩掛（人／ｈ）

＝ １／Ｔ （Ｔ：当該機械の運転日当り運転時間）

○ Tは４～７時間に適用
○ Tが4時間未満の場合は４を使用
○ Tが７時間を超える場合は７を使用

適用職種

運転手（特殊）：特殊免許、資格等を必要とする建設機械の運転

運転手（一般）：上記以外で、公道を走行する建設機械の運転

特 殊 作 業 員： ハンドガイド式、振動ローラ等の小型機械で、
 免許や資格等を必要としない機械の運転
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機械経費と運転経費
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燃料費、油脂費、電力料

運転１時間当たり燃料消費量（㍑／ｈ）

＝ 機関出力 × 運転１時間当り燃料消費率

機 関 出 力 ：建設機械等損料算定表に記載

燃料消費率：土木工事標準歩掛に原動機燃料
消費量として記載
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機械経費と運転経費

18

消耗部品費、雑品費

① 機械の運転に伴って消耗する部品

② 作業の目的物に接し、かつ激しく損耗する部品

⚫ ①は、損料の現場修理費率に含まれる。

⚫ ②の多くは、積算の簡素化により歩掛の諸雑費率に含めるこ
ととしている。

⚫ ダンプトラックのタイヤは①であるが、現場修理費とは別途に
運転経費に計上すべき消耗部品となっている。
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機械経費と運転経費

19

単価表の作成にあたっては、以下に留意すること。

●単位数量は、小数第２位まで（第３位を四捨五入）

●時間当たり消費燃料は、有効数字２桁まで（有効数字
 第３桁を四捨五入）

●各欄の金額は、１円未満は切り捨て

●合計金額は、有効数字４桁（５桁以降を調整）

機械経費の算出における留意事項
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機械経費と運転経費

20

機械経費の算出事例

バックホウ（クローラ型）
［標準型・排出ガス対策型（2014年規制）バケット容量0.8ｍ3］

の運転１時間当り単価表（機－１）を作成する。

名 称

運転手（特殊）

燃 料 費

機 械 損 料

諸 雑 費

計

規 格 単 位 数 量 金 額

人

㍑

ｈ

式

１

１

単 価 摘 要

（単位：円/h）運転１時間当り単価表

第１章①建設機械運転
労務による。

第1章②原動機燃料消
費量による。
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機械経費と運転経費

機械経費の算出事例

運転手（特殊） ： 機械損料算定表より、Ｔ＝６９０／120＝5.8 → １／Ｔ ≒ 0.17

燃 料 （数量） ： 軽油  0.144㍑／kw・ｈ×121kw ≒ 17㍑

機 械 損 料 ： 機械損料算定表（１7）欄

労務単価、燃料単価 ： R8年3月労務単価（東京）、R８年4月建設物価（パトロール給油、東京）

バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型（2014年規制）
バケット容量0.8ｍ3］の運転１時間当り単価表機－１

名 称

運転手（特殊）

燃 料 費

機 械 損 料

諸 雑 費

計

規 格 単 位 数 量 金 額

人

㍑

ｈ

式

１

１

単 価 摘 要

3１,１00

1３２

5,７９0

5,２８７

2,２４４

5,７９0

9

17

0.17

13,３３0

１／Ｔ

（１7）欄

（単位：円／h）

21
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